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4.総括
第 I編 鈎虫卵及び東洋毛様線虫卵の培養蜂化に及ぼす諸要約について 
1.緒言
鈎虫卵の培養法については， Leuckart (1868)，Grassi及び Parova(1878)に始まる多
くの先人が，各種の方法を考察改良して現在に及んでいる。最近我が国で最も普通に用いられ
ている方法は瓦培養法(以下瓦法と呼ぶ)及び鴻紙培養法(以下櫨紙法と呼ぶ)で，これらの
培養法は寄生虫種の鑑別法として，叉仔虫蒐集法として用いられている。叉つとに宮川氏 
(1914)が指摘した如く培養法は，便内鈎虫卵の存在の証明法としても直接塗抹法や浮激集卵
法に比べて精度が高いので，現在では鈎虫卵，東洋毛様線虫卵保有者のふるいわけの方法とし
て，更に虫卵陰性者の確認法として広く用いられている。然し単位便内鈎虫卵数を定量する為
には，必ずしも満足なる万法とは認められていない。即ち虫卵の直接算定法と比べれば，虫卵
の癖化，被嚢仔虫への発育，蒐集等の制約が，方法自体に加わっているからであるO 従来鈎虫
卵の癖化条件については，酸素量，温度，湿度，培養器の性状等々の各種要因について詳細な
多くの研究があるO 然し各種要因について総括的，系統的な研究は殆んどない。本研究ではそ
の要因を列挙して第工編とし，後編に於てその 2，3の要因について実験的研究を行ったので報
告する。 
2. 培養瞬化条件の要約 考察さるべきである。
瞬化条件の要約について列挙すると，下記の知く (1)母虫側条件 
考えられるが，これは大きくはグピニ鈎虫(以下 i.雌雄比 
「ヅj鈎虫と呼ぶ)，アメリカ鈎虫〈以下「アJ鈎虫と ii..寄生密度 
呼ぶ)，東洋毛様線虫〈以下東毛と呼ぶ〉の虫種別に ii. 母虫個体群の年令組成
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iv.母虫個体群の栄養・健康状態・産卵状態 場合が単性寄生の場合である。 
(2)卵子側の条件 卵子側の条件としては癖化を左右する因子を 3に
i.卵の生命力(未熟卵・虚弱.~性・末受精等〉 大別した。物理・化学的環境条件に対する抵抗力に 
i.卵の環境に対する抵抗力(温度・湿度・乾燥・ ついては従来から多くの研究がある。同ーの環境条

酸素・日光・ pH・アシモニア・薬剤・振護力・圧 件下におかれでも卵の個体差によって反応が違って

力等に対する〉 現れると考えられる。
 
ii.産卵後経過時間(腸管内滞留時間・排便後の 最近姻虫卵について子宮腔内の各部位から採取し

経過時間〉 た卵に抵抗力の相異があることを斎藤(1956)が発

(3)便側条件 表してしる。叉鈎虫卵の如き発育の早い卵において
i.便の成分く食物との関係・その他〉 は，腸管内の滞留時間及び排便後の経過時間によっ
ii.醗酵・腐敗程度 て培養に附される卵の分割時期が異り，従つ℃卵の
ii.水分量 新陳代謝・抵抗力等に安化が生ずることが考えられ
iv. 使内虫卵密度並びにその日差~動 る。
v.虫卵の使内分布 使側条件として直接卵の生存力に影響する因子
(4)培養法側の条件 と，卵そのもの L分布叉は数に関することが考えら
i.培養方法 れる。通常卵が培養に附される時は多く便中に帯す
ii.培養温度 るので，先に掲げた卵の環境抵抗は同時に便側条件
ii.培養時間 として考察されればならぬ。
iv.培養便量(培養使量・培養時の便の厚さ・水 次に培養法においては方法自体の制約にょっで精
『
分・同形便澄等による秤量の愛動等〉 度が異り，勝化発生仔虫数に愛動が生ずる。最適の
v.培養基内の物理・化学的条件ぐ温度・湿度・ 培養温度，培養時間，便量についても検討を要する。

酸素・水分量・メジウム・ pH・アンー モニア等〉 仔虫側条件としては卵と同様に仔虫の生命力があ

vi.培養器内の生物学的条件(糊菌・原生動物・ げられる。然し培養基内の環境条件は同一であると

かび・ 7.1'<生線虫類等〉 仮定しでも，仔虫の環境抵抗力は卵とは自ら差異が

(5)仔虫側の条件 あると考えられるi。例えば仔虫は卵と異り，運動能力
i.仔虫の生命力 があるので悪環境から逃避するととも可能である。 
i.仔虫の生物学的性質〈特に趨水性〉 叉一方研究者によっては，仔虫は外界から栄養物(細
母虫側条件として次代の発育，増殖率 (1匹の雌 菌等〉を摂取するとし、うので，この想定にたてば，生
虫あたり生ずる平均の子世代の個体数〉に影響する 物学的環境要因の意義は新たに注目せねばならぬ。
と考えられる問題は，母虫個体と母虫集団の両面に 検査者側の条・件は培養操作及び検鏡等の一切の技
豆つて考察する必要がある。即ち母体の年令・栄養 術誤差の生ず・る点を指す。熟練の程度，疲労の程
状態・健康状態・受精の機会・産卵能力等の条件 度，単'位時間内の作業量の多寡等が深く関係してく
と，母虫集団の性比・寄生密度・寄生部位・増殖能 ると考えられる。
カ等の条件が考えられる。然し通常は便内虫卵につ 以上の要因が複雑に交錯して，卵の瞬化並びに培
いての瞬化が論議される限り，多くの場合はー雌の 養発生仔虫の多寡に影響を与えているのでγ培養法
みの卵について観察出来正し、。従って母虫集団の問 の研究は，幾多の困難性を伴う。少くとも培養法に
題に帰せられると考えて表中には 4項目として掲げ よって仔虫算定をすることの精度が明らかでない
た。 と，培養法の吟味を数量的に行うことが不可能であ
永吉・牟田口(1956)は寄生密度と体長・体重との る。本論文を論述するに先立って先ずこの点にふれ
問に Allee型の密度効果があるとし，町田く1957) ておかねばならぬ。
も寄生密度と体長・体重・産卵数との聞に密度効果 3. 培養法による仔虫算定の精度
を肯定しているので，鈎虫卵の贈化を問題とする時 従来培養法の目的は，主として寄生虫種の判定の
寄生密度を考慮、に入れる必要があると考えられる。 為か，仔虫の大量を得んとする為に行われてきた
叉雌雄比については論述する迄もなく贈化に対して が，その地区の概括的な寄生の深さを推定する資料
大きい影響を与えていると推定される。その極端の として用いている研究者も少くない。佐藤(1957)
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によれば，排虫数調査によらずして培養仔虫数を以 を計算した。
て，永吉氏の鈎虫種分布の優先度の表示を行い得る 培養法: 同上使を各所より 0.2g秤量して直径
とした。 7.5cmの丸瓦上に薄く塗布し， 3寸シャーレに収
ここで薯者は，普通虫卵数算居法として用いられ め，周囲の空隙に糖過水を満たして蓋をし， 280C 瞬
ている Stoll氏の稀釈算定法による便 19中虫卵数 卵器内に 7日開放置，後培養水をヒ。〈ツトにて採取 
(Eggs per gram 以下 EPGと呼ぶ〉と，瓦培養法 して遠沈し，沈澄を検鏡した。更に同一器具を 3回
による便 19中仔虫数 (Larvaeper gram以下 L 以上清浄穏週水で洗糠して遠沈L同様検鏡した。沈 
PGと呼ぶ〉との関係を明らかにし，前者の斐動と 澄中の合計仔虫数を 5倍して LPGを計算した。
後者の斐動を比較して，後者を算定することの精度 以上の二検査を 3~5 日連続した。なほ検査期聞
を明らかにしたL、と思う。 中の飼料はうどんを煮て与えたので，全体に便が均 
1) 材料及び方法 質で検査が順調に行われた。
ストー ノL法:昭和 31年 2月より 6月にかけて， 2) 成 積
五井保健所に於いて捕獲した犬 23頭の，犬鈎虫含 23例の EPGの平均は 7644で， LPGの平均は
有使を材料とした。連日排便せることを確認して， 7738となりわずかに LPGが高かったが，全く有意
早朝便を直接清浄なコップに採取後，約 10分間割 差は認められなし、。これを各例各自の EPGとLP
箸で捜持し，尿内各所より 3gを採取秤量して大試 Gについて相関図を作ってみると，図工・1の如く
験管にとり， l/lON・NaOHを加えて総量 45ccと 頂相関が認められ相関係数 +0.91となり，上)1明瞭な
し，小ガラス球 10個を混ス，直ちに振議捜持して 限 +0.95，下限 +0.85，危際率 1%以下で有意な相
虫卵の平等浮遊液となした。 8~24 時間後再び振渥 関と認められた。各例の平均 EPGとLPGについ
し，此の液をピペットにて 0.15cc採取， 3枚の載物 て回帰直線を求めると y=157.6 + 0.99 xで示され
カヲス上に分注し 24x32mmの被蓋ガラスで被つ た。叉各例毎にストー l~氏法による便内虫卵数の，
て，全視野検鏡して虫卵数を算え， '100倍して EPG 日差の安動係数を示すと，表 I・1の如く平均 37.6
図工・1. EPGと LPGの相関図 
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の小さい群に大きく， EPGが大きくなるにつれて
愛動係数のちらばりが小さくなっているが，培養法
に於てはこの様な現象は見られなし、。然し全体を通
じてのちらばりは図工・ 2の度数分布図によって示
されるように両法に差が見られなかった。 
3)考察
今回の成績によれば，ストーノL法の EPGと培養
法の LPGは略 1:1となり，非常に瞬化率が良好で
あった。之は犬鈎虫卵の抵抗力が関係して居る点
と，使の性状が均質で検査誤差が比較的少なかった
為と思わ札る。叉明らかな順相関が認められたの
で，培養法における仔虫算定は，方法上の制約が大
きいにも拘らず，統計的に見ると，ストー lL法の虫
卵数算定と略同程度の値と確からしさを有すること
が明らかである。従って LPGをもって培養法自体
の吟味をすることが可能であると考えられる。
尚培養法は同時に虫種別の判定が行えるので，培
養法による仔虫数の算定が，ストーJl-法と同程度の
精度で行えるならば，地域社会の感染濃度と種分布
を同時に知ることが出来，甚だ好都合である。此の
点については更に同一便による両法の比較を多数行
って検討する必要があろう。
著者は以上の成績に基づいて培養法による仔虫算
定には，かなり大きい愛動が認められるが培養法を
吟味するには仔虫数を算定すれば，数量化出来るこ
とを指摘したし、。 
4)小括
法と培養法を]，l虫含有使についてストーj(1)犬針 
同時に実施したところ， EPGとLPGの間には，
明らかな順相関がみとめられた。 
(2)然してこの場合の， EPGと LPGの回帰方
程式は y= 157.6 +0.99 xであった。 
(3) 尿内虫卵数の日差について，各例毎に~動係
表 I・1.培養法と Stol1法の各例別日差斐動係数
郎による分類1No.j器時|器時 
1 I 80.0i I 42.0 
2 I68.0 I I43.0 
35.61平均 55.01平均く2500 I u 1 uv.U ¥ ，.P-:I 1 voJ.V ¥ 
4' I11.0 f44.1 I27.8 f37.1 
6 I43.4 J I15.7 
61.3 36.4i 
29.41 1 78.1 I 
，24.7 I I42.5 
42.7γ2!鞠44.241.0 i 
27.0 I I60.7 
54.0 I I35.9 
47.6 J 30.8 j 
29.2 I 73.8 
21.0 I 26，5 
44.9 平均 35.4平均 
40.5 I29.6 I37.8 I37.1 
11.5 10.9 
10.2 29.8 
37.6 32.8 
37.6 
7 
8 
9 
I 10>5000 ，く2500
11 
12 
13 
14 
15 
16 
5000く 
17 
18 
19 
20 
21 
平 均 
図工・2. 培養法と Stoll 法の~動係数の度数分布図
。-.崎 i古書E絵
8 
-ー・. "5tol1f;主 
d
p 
3 
2 
法と培義法との聞に]，l数を算定してみると，ストー 
度
数 
差異が認められなかった。 
~ w ~ ~ 00 w 00 00 ~ (4) 鈎虫卵の培養法は，その発生仔虫数の~動が
夜勤係数 大きいが，以上の成積より略ストーノL法と同程度の
となり，夫に比較して培養法では同表の如く 39.5と 精度で検禿出来ると考えられるので，培養法の吟味
なって大差が見られなかった。 は仔虫数を算定することによって数量化出来る。
愛動係数のちらばりはスト ~l]， 法に於ては， EPG 
4. 総 括
鈎虫卵及び東洋毛様線虫卵の，培養法における卵の発育勝化に，影響すると考えられる各種
要約を，母虫側条件，卵子側条件，便側条件，培養側条件，仔虫側条件に分けて考察した。叉
培養法における各種要約を数量的に検討するため，犬鈎虫卵含有便を 21例用いて瓦培養法に
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よる発生仔虫数と，ストーJレ法による便内虫卵数を同時に算定して，その両者聞には高いJl買相
関が存在し，各例毎の日差の変動r[Jにおいて両者間に差異のないことを確かめた。従って，ス
ト~}レ法の精度と略同等の精度に於て，培養法の発生仔虫数算定の意義が認められ，培養法の
吟味を数量化して行うことが出来ると思われる。 
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第 11編 鈎虫卵の培養際化に及ぼす母虫側条件 
1. 緒
従来多くの研究者が虫卵の発育解化に及ぼす諸要約を検討して来たが，その大部分は虫卵の
環境に対する抵抗力の問題を取り上げていて，母虫との関係において虫卵の発育勝化を研究し
たものは殆んどない。然し親世代の条件によって子位代の発育，増殖等が影響を受けることは
多くの生物に共通して見られる現象であって，鈎虫，東毛等に於ても，虫卵の外界に対する抵
抗力，及び勝化率に母虫側の諸条件が影響を与えているのではないかと推測されるO
本編の如き調査を行う為には，便内より虫卵群を取り出して算定し，その中から得た勝化仔
虫との比をもって勝化率とすることが，厳密な結論を得る方法と考えられるが，今回は種々の
都合でそれが出来なかったので，中路 (1931)にならって後述の如き比をもって，便宜的に鮮
化率とし，その為に生じたと考えられる変動の要因についていさふかふれることにしたO
最近再び鈎虫不受精卵の検索が Beaver(1952)，川本 (1952)，森下 (1955)，伊佐 (1956)
等によって，宿主腸管内に排卵されることが証明され，排出便中に変性卵として検出されるこ
とも明らかとなった。か Lる不受精卵が混在する時には虫卵の抵抗力及び勝化率が正常卵のそ
れに比して劣ることは容易に首肯される。市して不受精卵の出現には母虫側の条件として，年
令・性比・健否・栄養寄生密度等々の要因が深く関係してくる。
受精卵であっても卵の低抗力を左右する要因として上述の母虫側の条件を無視することは出
来ない。例えば若い雌虫が産卵を開始せる初期には恐らく未熟卵が比較的多く産卵されると考
えられ，叉極端に母虫が弱っている時，例えば駆虫剤の刺激を受けた時には，卵の抵抗力が低
下する等が考えられる。本編においては母虫の雌雄比，寄生数，母虫体重と勝化率の関係等
を，犬鈎虫について検討した。
言
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2. 材料及び方法	 母虫測定法:雌虫体採取後直ちに 0.9%食塩水
材料及びスト ~ll"法，培養法は既に第工編で述べ で洗日産し，穏紙上にころがして体表に附着した水分
たものと同ーである。本編では LPGjEPGx 100 等を除去し，石崎式簡易微量計を用い体重の測定を
を便宜的に癖化率と呼ぶ。 行った。叉「ノギスjを用い体長を測定した。観察に
母虫採取法: 虫卵検査終了後，直ちに犬を電殺 使用した犬は昭和 31年 2月-...6月に千葉県五井保
して開腹し，腸管を解剖パット内で切開しつふ腸 健所で捕獲した野犬で，いずれも一見健康な成熟犬
壁の鈎虫体を探取し且つ腸内容を簡上で水洗して を選んだ。
遊離鈎虫体の見落しを防いだ。鏡見により雌雄を鑑 なお飼料としてうどんを煮て与えたので，よく消
別し，尚雌体内の虫卵の有無を検した。雌雄比とし 化されて使の性状は均質な有形便で、あった。
て雄数/雌数 x100を算定した。 3. 成 績 
図E・1. 寄生虫総数と癖化率
1) 寄生数と卿化率
一犬に於ける寄生鈎虫総数と，同犬の 3--5日間
280 	 連続検査による平均卿化率との関係を見ると，図E・
260 図E・2. 雌鈎虫数と購化率
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図E・3. 寄生性比と婚化率 
1の如くとなり，又一犬の雌鈎虫
数と勝化率との関係は図E・2の如
くで，相関は認められなし、。両図
とも少数寄生例の場合は蹄化率の
ちらばりが大きい。 
2) 寄生性比と勝化率
一犬の鈎虫性比と購化率の関係
• 
は図E・3の様で特に相関は認めら
• 	 れない。 
産卵数と瞬化率3)	. ，. 。'"." o " 
e 
。 . EPGに1日全便量を乗じ EPD 
。 CEggs per day)を算出し，子宮
腔内及び卵管内に成熟卵を有する
。	 -ームー -
o 	20 40 60 80 10. 120 140 160 180ヨ00 220 240 260 280 300 雌鈎虫数をもって除し，その商を 
量産総比 1雌虫 1日の産卵数くEggsper 
• 
• 
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day per female以下 EPDPFと呼ぶ〉の推定値 
とした。縦軸に瞬化率，横軸に EPDPFの対数をと
ると図E・4となりヲ相関係数 r= -0.472となり 5
%の有意水準で、有意と認められる。即ち EPDPF
の小さい例では癖化率が高く， EPDPFが大きいと
日博化率が比較して下っている。これは後述する便内 
虫卵密度による安動とも訟をく関係する。
4) 雌鈎虫の大いさと瞬化率 
ー犬当り成熟雌鈎虫の平均体長及び、体重と瞬化率
の関係を図示すると，図E・5，r・6の如く相似して
いることが認められた。体重と購化率の相関係数は
図E・4. 産卵数と瞬化率
280 
180 
1じ1ω「 . 

尋:140ト .
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100ト • • ..・. • .
.. 80ト 
r= 0ー.388，体長との夫は， r =ー 0.461で 5%以
下の有意水準で、は，体長との相関に有意差が認めら
れた。体重では分散が大きく rが小さくなっている
が，体長と瞬化率との関係と略同傾向を認めてよ
し、。
5) 便内虫卵密度け博化率

図E・7はEPGの対数と瞬化率の相関図である。
 
r=ー0.625で逆相関が認められる。 EPGの大小が

瞬化率と逆相関をなすのは， EPDPFとEPGがI1慣

相関をなしていることふ符号する。平均 EPGをも

って 3群に分ち逐日の瞬化率を全例図示したものが

‘図E・8である。 EPGの小さい群では卵化
率の日差~動が大きく，逆に EPG が大き
い群では斐動が小さし、。各例毎に癖化率の
目差~動係数を算出してみると EPG との
間に明瞭な逆相関 r=ー 0.657が認められ
た。即ち EPGが小さし、時には購化率の目
差安動が大きし、。 
然らば瞬化率の~動の一因として， EP 
G・LPG夫々の愛動の何れが，密接な影
響を与えているかを吟味してみると， Stoll 
法による EPGの日差斐動の動きに伴って
瞬化率の斐動がもたらされていることが知
られた。特に EPGの小さし、群に明瞭であ
った。図E・9に示した。 
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10， 虫卵の癖化は，それを培養法によって観
(単位 1000) EPDPF 察する限り，第工編に述べた知き各種の要
図E・5. 雌体長と癖化率 図E・6. 雌体重と瞬化率 
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図E・7. EPGと瞬化率 に際して，実験効果
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図E・8. 瞬化率の日差~動	 同一便内の互に異った部位の便を用
いて，ストール法による EPG，及
300 
び培養法による LPGを算定して，
その比を虫卵瞬化の指標としたこと
200 
は，微量単位尿内の虫卵分布の均等
性が証明されている現在必ずしも厳
100 f
眠時	 密で、ないが，許されてよいと d思われ明 ゑd 会~
化	 る。今回は尿内虫卵密度の日差愛動
主将 0 
EPGく2500 2500<EPG>5000 5000<lo:PG をさける為に 3~5 日間の連続検査
を実施し，夫々の比率の算術平均値
制叩 
・ 
図E 9. EPG と勝化率の~動係数・ を以て代表値となした。
化率の変動係数 
町田(1957)によれば，犬鈎虫に
70 
. 於ては他生物に見られる如き棲息密
60 度効果が存在し，一宿主に多数寄生
mmM . すると発育が低下し，産卵数も減少
• すると述べているので，親世代の密
w
• 
ー度が次代の増殖に影響すると予想さ
. .-・ 
m	 れた。本調査に於ては寄生数，寄生
雌虫数，寄生鈎虫性比と贈化率との
10 
。3 4 5 6 7 8 10 20 30 40 50 607060100 200 3004'ω5006ω7ωω。が， EPDPF及び EPGの対数との
単位 100 ;<.ト _/V法 EPG 
. 問には特定の関係が認められない
間には逆相関が認められた。叉身長
因の複雑なる組合せによって決定されると考えられ との問にも逆相関が成立し，体重との聞にも同傾向
叉検査に随伴する誤差が非常に大きいことが，要因 が認められた。即ち婚化率においては直接の密度効
の解肝を困難ならしめている。本編において瞬化率 果が明らかでなく，既に町田によって，密度効果が
に母虫側条件を考慮すべきであると主張するのは， 明らかにされた産卵数，及び鈎虫体の発育と，瞬化率
虫卵の抵抗試験，殺卵剤の効果試験等の基礎的研究 の聞に逆相関が存した。叉町田によれば産卵数 EP 
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DPFと，鈎虫{本の大いさ，体長，体重との聞には何 
れも順相関が存した ιいうが，上述の関係を裏書し
ている k思われる。これら諸点については，更に生
態学的には宿主たる犬側の棲息密度，栄養状態，腸
管の大いさ，抵抗力等をも考慮、におくことが必要と
考えられる。以上によって瞬化率は棲息密度の二次
的効果として愛動すると考えてもよいのではない
か。市jして鈎虫体が小さく，産卵数が少し、例で， ~昨 
化率が良好であるとし、う現象は，生物学的にみると
甚だ興味ある事実である。然しこれらの相関関係は
直接の因果関係を意味するか否かは今後の研究に侯
たなければならなし、。 
便内虫卵密度は，寄生鈎虫雌数と単位時間内のー
雌当りの産卵数及び便量等によって左右される。ス
トール法による EPGのふれは特にその日差斐動が
著しく大きく， 1目.使の EPGをもって，宿主の使
内虫卵密度の指標とすることは大きい誤差を伴う。
1日全便中の鈎虫分布を塗抹法によって検した佐藤
(1956)は，ポアソ y分布であると述べ，ストーノL法
で検した中沢く1957)も同様の分布であることを認
めており，町田(1956)によれば便の部位によって
斐動は大きくないとし、う。而して日差斐動が極めて
大きく，数日間の連続検査の平均値をもって， EPG 
の母平均を推定する必要があることを示唆する成績
を示した。木調査においてはか Lる点を考慮、して 3
~5 日間の EPG， LPGの平均値による比を用い
ず，各自の瞬化率を算出し平均したものを用いた。
僻化率の日差安動がストー ;t..法の EPGの小さい
方に著明に大きく，然も LPG の日差~動より， E
PGの夫に大きく影響されている点については，ス
'トー 11-法の稀釈算定法自身に原因が存すると考えら
れる。即ち虫卵密度の極端に小さい場合には，陰性
となる確率が高くなり， 且つストール法自体の自
差斐動係数が大きくなる事実が存する為と考えられ
る。今後購化率を検索する方法を工夫改善すること 
によって，交錯した要因の解析を行う必要がある。 
5.総括
鈎虫卵の培養法における母虫側条件の検討を下記の如くに行った。昭和 31年2.--6月に千葉
県五井保健所に於て補獲したところの一見健康な成熟犬23頭を用いて， 3--5日間採便し瓦培
養法及びスト戸ル法を実施して，勝化率を算定したO 同時に犬の腸管を解剖して寄生鈎虫を採
取し，母虫側の条件を調査したO 今回の成績によれば， 
1) 寄生鈎虫数，寄生雌数，雌雄比と勝化率との聞には何らの関係が認められなかった。 
2) EPDPFの対数と癖化率の間には逆相関が認められたO 
3) 雌体長と癖化率の間には逆相関が認められ，雌体重と勝化率の聞にも同様の傾向が伺わ
れた。 
4) 従って瞬化率においては，直接の密度効果が明らかでなく，棲息密度の二次的効果とし
て変動すると考えられるO 
5) 勝化率の日差変動が，スト..-}レ法の EPGの小なる方に著|珂に大きく，その変動は主
に，スト..-}レ法の日差変動に伴って生じていることが認められた。
調筆するに当り，終始御懇篤なる御指導と御校聞を賜わった恩師柳沢教授，並びに御援助を
下さった矢島助手，町田副手に衷心より感謝の意を表します。
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